
１ 2013年5月1日 

発行　筑後八女地区　　西日本新聞エリアセンター 

企画　イースタンコミュニケーションズ 

印刷　株式会社 東兄弟　TEL  0943 - 24 - 2111  

　　　八女市祈祷院５６３　〒834-0025 

　　　HP：www.w ing8 . com/dc i t y - yame/

2013  MAY.  vol186ワンランク上の暮らしを考える人の情報紙 

日 SUN

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10

３月22日 

赤口 

23日 

先勝 

24日 

友引 

25日 

先負 

26日 

仏滅 

27日 

大安 

28日 

赤口 

29日 

先勝 

30日 

友引 

４月１日 

仏滅 

２日 

大安 

３日 

赤口 

４日 

先勝 

５日 

友引 

６日 

先負 

７日 

仏滅 

８日 

大安 

９日 

赤口 

10日 

先勝 

11日 

友引 

12日 

先負 

13日 

仏滅 

14日 

大安 

15日 

赤口 

20日 

大安 

21日 

赤口 

22日 

先勝 

16日 

先勝 

17日 

友引 

18日 

先負 

19日 

仏滅 

11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 25

29

24

31

23

3026 27 28

月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

日 月 火 水 木 金 土 

 
3 
10 
17 
24

 
2 
9 
16 
／ 

1 
8 
15 
22 
29

 
7 
14 
21 
28

 
6 
13 
20 
27

 
5 
12 
19 
26

 
4 
11 
18 
25

5 MAY ６ 

薫
風
に
輝
く 

　
　
学
校
再
生
論 

　
”青
あ
ら
し
吹
き
ぬ
け
思
い
く
つ

が
え
る
”
楸
邨
師
の
一
句
。
慣
例

慣
習
か
ら
発
想
一
転
、
五
月
の
爽

快
な
青
葉
風
に
心
洗
わ
れ
る
思
い
。

▼
さ
て
、
何
処
も
少
子
高
齢
化
。

明
治
の
学
制
発
布
以
来
、
伝
統
古

き
小
学
校
が
年
々
消
え
て
ゆ
く
。

廃
校
後
は
如
何
に
活
用
再
生
を
考

え
る
か
。
好
例
一
件
を
紹
介
。
校

名
に
二
文
字
を
は
さ
み
こ
み
、
『
お

お
に
し
農
業
小
学
校
』
去
る
４
／

14
設
立
以
来
第
七
期
目
の
入
学
始

業
式
、
レ
ン
ゲ
の
花
咲
く
眺
望
絶

佳
の
田
ん
ぼ
、
青
空
講
堂
で
の
挙
行
。

総
勢
43
名
。
廃
校
時
の
児
童
数
の

二
倍
。
孫
と
共
学
の
祖
父
母
に
幼

児
の
手
を
ひ
く
若
い
母
親
も
。
教

授
陣
は
ベ
テ
ラ
ン
地
元
農
家
。 

▼
佐
賀
神
埼
か
ら
10
才
の
少
女
さ

や
か
さ
ん
は
入
学
の
よ
ろ
こ
び
を
「
昔

な
が
ら
の
農
機
具
を
使
っ
た
田
植

え
な
ど
、
田
舎
（
い
い
仲
）
体
験
…
。

い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
。
自

然
に
ふ
れ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ぶ
一
年
に
し
た
い
…
」
と
明
る

い
希
望
。
式
後
は
さ
っ
そ
く
竹
ン

子
掘
り
の
学
習
活
動
。
昼
は
お
い

し
い
団
子
汁
給
食
。
４
／
19
実
況

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
送
で
報
道
ず
み
。

か
く
て
月
一
回
の
登
校
日
に
学
校

は
生
き
生
き
と
輝
い
て
い
る
。
▼

と
こ
ろ
で
来
年
次
、
学
校
統
廃
合

の
話
も
聞
く
。
改
築
後
、
間
も
な

い
校
舎
、こ
の
地
域
は
歴
史
的
遺
産
、

古
代
、
南
朝
、
中
近
世
…
。
猫
尾

城
の
物
語
等
も
…
。
そ
こ
で
、
時

代
小
説
文
学
館
へ
の
再
生
を
！
名

誉
館
長
に
は
、
直
木
賞
作
家
安
部

龍
太
郎
先
生
推
挙
と
す
…
。 

こどもの日 振替休日 

憲法記念日 みどりの日 
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  定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 

山梔窩祭（筑後市・山梔窩） 
 

 献茶祭（黒木） 
 

  

  

松尾弁財天縁日（立花町） 
 

 

なんでも人権相談所 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 

 

滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　  （上陽町） 

大人のコンサート 
　　　  （広川町産業展示会館） 
　　　   問い合わせ124-5876 

第2回 八女軽トラ市 
（八女観光物産館「ときめき」駐車場） 

  

人生史サークル黄櫨の会 
　　　  （八女市社会福祉会館） 
 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 
 

   

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　５月1日15日・29日 
黒 木 町 ふ じ の 里　５月１日・15日 
上陽町地域福祉センター　５月８日・22日 
立 花 町 か が や き　５月８日・22日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　５月10日 
黒 木 町 ふ じ の 里　５月17日 
上陽町地域福祉センター　５月24日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　５月10日 
八女市社会福祉会館　５月17日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

 

   

総会ウォーク 
　　　　　　  （八女歩こう会） 

中西久美と仲間たち 
ファミリーコンサート 
　　　　　　  （おりなす八女） 

  なんでも人権相談所 
　 　　 （八女市社会福祉会館） 
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　30

詩
人 

椎 

窓   

猛 

川　病院ミニ健康教室 

クラッシーのバックナンバー（2010.1.1号より）が 
インターネットでご覧になれます。 
「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 
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呟き 

  

　
「
人
生
50
年
」
は
死
語
と

な
り
、
今
は
人
生
80
年
の
時

代
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ

は
平
均
寿
命
の
こ
と
で
、
健

康
寿
命
と
な
る
と
そ
う
は
い

か
な
い
。 

　
男
性
が
79
歳
、
女
性
は
86

歳
と
公
表
さ
れ
、
こ
の
性
差

は
何
時
ま
で
経
っ
て
も
逆
転

し
な
い
。
し
か
し
江
戸
時
代

は
女
性
の
方
が
早
死
に
し
て

い
た
と
記
録
に
残
さ
れ
て
い

る
。
非
衛
生
的
で
の
出
産
と
、

厳
し
い
生
活
環
境
下
で
の
家

事
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。
明

治
に
入
る
と
平
均
寿
命
は
30

歳
、
死
因
第
１
位
は
結
核
が

占
め
、
死
病
と
ま
で
言
わ
れ

て
い
た
。 

　
時
代
が
変
わ
り
昭
和
世
代

で
は
第
１
位
脳
出
血
、
最
近

に
な
っ
て
第
３
位
く
ら
い
に

長
く
留
ま
っ
て
い
た
癌
が
逆

転
、
死
因
第
１
位
の
王
座
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

　
原
因
は
長
生
き
す
る
よ
う

に
な
り
、
脳
疾
患
が
治
る
病

に
な
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

そ
の
う
ち
こ
の
模
式
も
変
わ

り
、
「
癌
が
治
る
病
」
に
変

身
す
る
時
も
近
い
将
来
訪
れ

る
の
は
確
実
で
、
平
均
寿
命

が
さ
ら
に
伸
び
る
こ
と
は
ま

ず
間
違
い
な
い
。 

　
そ
の
昔
「
古
来
稀
な
り
」

と
言
わ
れ
祝
っ
て
貰
っ
た
古

希
も
今
は
色
あ
せ
て
し
ま
い

傘
寿
、
米
寿
は
珍
し
く
も
な

ん
と
も
な
い
。
「
１
０
０
歳

の
同
窓
会
」
が
夢
で
は
な
い

時
代
も
そ
こ
ま
で
来
て
い
る

気
が
す
る
。 

　
一
方
認
知
機
能
の
低
下
に

よ
り
生
活
に
支
障
を
来
た
す

認
知
症
が
今
一
番
深
刻
な
問

題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

約
３
０
０
万
人
の
患
者
さ
ん

が
さ
ら
に
高
齢
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
増
加
す
る
の
も
確

実
、
記
憶
低
下
ひ
い
て
は
妄

想
・
徘
徊
な
ど
周
り
が
騒
ぐ

ほ
ど
本
人
は
気
に
し
て
い
な

い
か
も
解
ら
な
い
が
、
神
は

「
忘
却
」
と
言
う
粋
な
贈
り

物
を
し
た
と
思
っ
て
い
る
。

明
る
く
健
康
で
長
生
き
、
こ

れ
が
最
高
の
幸
せ
な
時
代
到

来
、
さ
し
て
遠
く
は
無
い
。 

林
　
榮
一 

（
医
師
・
八
女
市
立
花
町
） 

　
矢
部
川
の
名
称
は
江
戸
時

代
以
前
は
単
に「
川
」と
か「
大

河
」と
言
わ
れ
、江
戸
時
代
に

な
っ
て
柳
川
藩（
立
花
宗
茂
）

と
久
留
米
藩（
有
馬
豊
氏
）の

境
界
を
矢
部
川
の
中
央
と
し

た
こ
と
か
ら
御
境
川
と
も
言

い
、そ
の
後
、年
代
は
定
か
で

な
い
が
今
の
矢
部
川
の
名
称

と
な
っ
た
。 

　
河
川
整
備
が
さ
れ
る
前
の

藩
政
時
代
は
、
川
の
性
格
を

表
す
言
葉
と
し
て
、
筑
後
川

を「
暴
れ
川
」、矢
部
川
を「
天

井
川
（
て
ん
じ
よ
う
が
わ
）
」
と
も

言
っ
て
、「
暴
れ
川
」
は
勿
論

の
こ
と
、「
天
井
川
」
は
川
底

が
浅
い
た
め
に
大
雨
の
度
に

洪
水
が
起
こ
り
冠
水（
か
ん
す
い
）

（
堤
防
を
越
流
）や
堤
防
の
決

壊
等
で
、流
域
の
住
民
・
住
居

や
田
畑
に
大
き
な
被
害
を
起

こ
し
て
い
た
。 

　
こ
の
た
め
柳
川
、
久
留
米

の
両
藩
と
も
如
何
に
し
て
水

害
か
ら
住
民
・
住
居
や
田
畑

を
守
る
か
が
大
き
な
課
題
で
、

河
川
氾
濫
を
防
止
す
る
治
水

事
業
は
藩
政
の
重
要
事
業
で

あ
り
両
藩
と
も
様
々
な
方
法

が
行
わ
れ
た
。
当
初
は
川
水

の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
に
霞
堤

(

か
す
み
て
い)

や
遊
水
堤
と
言

っ
て
、
洪
水
の
さ
い
に
は
冠

水
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
、

土
手
に
は
ハ
チ
ク
や
マ
タ
ケ
、

メ
ダ
ケ
、
ゴ
サ
ン
チ
ク
等
の

竹
を
植
栽
し
た
り
、
人
為
的

に
土
手
を
切
っ
て
冠
水
し
た
。

水
の
水
位
を
減
水
す
る
等
の

方
法
も
と
ら
れ
て
い
た
。
特

に
柳
川
藩
で
は
、元
禄
８
年（
一

六
九
五
）
に
河
川
の
氾
濫
を

防
止
す
る
た
め
に
大
々
的
な

治
水
工
事
を
矢
部
川
南
側
に

行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
後

述
す
る
「
切
る
時
は
、
木
六
、

竹
八
、葦
九
月（
何
れ
も
陰
暦
）、

惣
馬
の
首
は
今
が
切
り
時
」

と
言
う
大
変
物
騒
な
鬱
憤
ば

ら
し
の
歌
ま
で
で
き
て
い
る
。 

野
中
　
重
之 

（
広
川
町
） 

　人からよく「この寒いのになんで山に登るの？」と聞かれる。山に登

るのは決して楽ではないけれど、頂上を極める達成感や爽快さだけでは

ない。行き交う人同士のあいさつも登山ならではの良き慣習だと思う。 

　さて今回は、砂千里ヶ浜をスタートして阿蘇山最高峰を目指す。1時

間も登ると、雄大な中岳火口は噴煙を上げておりガス発生警告に早々現

場を離れて高岳へ向った。縦走の楽しさは岩や崖を登ったり、景色を独

り占めにして目に焼きつけていたい気分にかられる。そしてカルデラ壁に、太古代

大噴火でできた自然の力と美を真近に眺めることができた。 

　この日は天気に恵まれ大パノラマを満喫したが、2月に悪天候で登った男性がこ

こで命を落としている。気象がはずれると慣れた山でも大惨事になりかねない。万

全の備えと心強いメンバーのお陰でいつまでも心に残る阿蘇山でした。 

　八女文化連盟写真部　樋口　清人 

4月28日（日）9時30分～14時 
八女観光物産館 
　「ときめき」駐車場 
農家・商店・個人が自慢の品を
軽トラに並べて販売します。
お買い得品、掘り出し物を見
つけて下さい。出店者とのや
りとりも楽しんで下さい。 
出店者も募集しています。 
■お尋ねは 
八女伝統工芸館　122-3131 
第2回は5月26日（日）開催 

　
旅
先
で
美
し
い
風
景
に
出
会
う
時
、

水
彩
画
に
し
て
思
い
出
が
残
せ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
折
、
田
代
喜
玖
生
先
生
の
お
教
室

を
知
り
、
す
ぐ
に
入
会
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
み
な
さ
ん
は
油
絵
だ
っ

た
の
で
と
て
も
つ
い
て
行
け
な
い
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
は
丁
寧
に

ご
指
導
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
お
蔭

で
お
友
達
も
出
来
て
お
教
室
が
大
変

楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
上

達
し
な
い
自
分
が
情
け
な
い
で
す
。

私
は
桜
が
大
好
き
で
す
。
今
年
も
各

地
で
桜
を
見
ま
し
た
。
来
年
も
再
来

年
も
、
更
に
そ
の
次
の
年
も
元
気
で

桜
が
見
ら
れ
る
様
に
、
が
ん
ば
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

    

　
さ
つ
き
の
空
に
鯉
幟
が
泳

い
で
Ｇ
Ｗ
の
行
楽
た
け
な
わ
。

多
く
の
人
が
日
本
全
国
、
海

外
に
ま
で
出
か
け
ま
す
。
さ

て
人
は
な
ぜ
旅
に
出
る
の
で

し
ょ
う
。
人
生
は
旅
。
深
く

考
え
ず
と
も
旅
立
ち
は
い
つ

も
心
弾
み
ま
す
。
見
聞
を
広

め
、
非
日
常
の
世
界
に
浸
る

こ
と
で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
さ
せ
、
脳
を
若
返
ら
せ
て

く
れ
る
、
旅
の
効
用
は
大
な

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
か
く

言
う
私
も
年
に
一
度
位
は
旅

に
出
ま
す
。
豪
華
客
船
ク
ル

ー
ズ
な
ど
望
む
べ
く
も
あ
り

ま
せ
ん
。
安
・
近
・
短
、
一

泊
二
日
の
小
旅
行
で
す
。
旅

は
道
連
れ
の
妻
が
、
杖
代
わ

り
、
ナ
ビ
代
わ
り
、
行
く
先
々

で
喧
嘩
道
中
で
す
。
何
を
食

べ
る
か
…
。
何
を
買
う
か
…
。

写
真
は
ど
こ
で
…
。
ひ
と
つ

と
し
て
意
見
が
合
い
ま
せ
ん
。

ワ
イ
タ
ー
、
ワ
イ
タ
ー
を
連

発
し
つ
つ
、
「
景
色
よ
り
ト

イ
レ
が
気
に
な
る
観
光
地
」

巡
り
の
ツ
ア
ー
に
疲
れ
果
て

て
帰
宅
、
我
が
家
の
風
呂
に

バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
浸
か
っ
た
後

食
べ
る
お
茶
漬
け
の
う
ま
い

こ
と
…
。
期
せ
ず
し
て
二
人

と
も
「
や
っ
ぱ
う
ち
が
一
番

良
か
〜
。
」
お
い
し
い
も
の
、

珍
し
い
も
の
を
期
待
し
、
も

っ
と
楽
し
い
こ
と
は
な
い
か

と
追
い
求
め
た
青
い
鳥
で
す

が
、
毎
日
の
平
凡
な
暮
ら
し

の
中
に
こ
そ
本
当
の
喜
び
は

あ
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

細
や
か
な
妻
の
思
い
や
り
に

触
れ
、
家
族
の
絆
を
確
か
め

ら
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
少
々

疲
れ
て
、
み
や
げ
の
出
費
は

か
さ
ん
だ
が
、
差
し
引
い
て

も
旅
は
お
安
い
投
資
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

（
は
る
お
） 

 

文
中
の
川
柳
は
シ
ル
バ
ー
川
柳<

ポ
プ
ラ
社>

よ
り
。
ワ
イ
タ
ー
は

八
女
地
方
の
方
言
で
驚
き
、
感
動

し
た
時
の
表
現
。 

筑後市 

池田　町子 

gallery
街かど 

大いなる山頂阿蘇（1592m） 

健
康
万
歳
　
① 

矢
部
川
と
千
間
土
居
　
① 

矢
部
川
は
氾
濫
を
繰
り
返
す「
天
井
川
」で
あ
っ
た
　 

八女軽トラ市が 
始まります 
八女軽トラ市が 
始まります 

1695年につくられた護岸工事の千間土居 

山登り 
だよ 
人生は!
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半
世
紀
前
オ
ー
ト
バ
イ
、
単
車

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
で
親

父
が
使
っ
て
い
た
頃
で
す
。
仕
事

が
終
わ
っ
た
あ
と
、
ひ
っ
ぱ
り
出

し
て
走
っ
て
い
ま
し
た
。
就
職
し

た
の
が
自
動
車
販
売
会
社
で
し
た

の
で
バ
イ
ク
に
さ
わ
る
機
会
は
あ

り
ま
し
た
が
、
お
金
が
無
く
、
自

分
で
持
つ
な
ん
て
、
夢
の
ま
た
夢

で
し
た
。
40
才
を
越
え
た
こ
ろ
、

友
人
が
ナ
ナ
ハ
ン
に
乗
っ
て
来
ま

し
た
。
私
も
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
足
が
届
き
ま
せ
ん
。
あ
き

ら
め
て
い
た
時
市
内
の
Ｍ
先
輩
か

ら
良
い
バ
イ
ク
が
あ
る
か
ら
と
教

え
ら
れ
、
ヤ
マ
ハ
Ｖ
Ｘ
７
５
０
を

買
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
足
着
き

も
バ
ッ
チ
リ
で
す
。
あ
る
時
息
子

（
小
１
）
を
乗
せ
て
ツ
ー
リ
ン
グ

中
転
倒
し
ま
し
た
。
そ
の
時
息
子

い
わ
く
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

が
心
配
す
る
か
ら
内
緒
に
し
と
こ

う
ネ
」
そ
れ
以
来
、
運
転
に
自
信

が
も
て
ず
誰
も
乗
せ
ま
せ
ん
。
15

年
ほ
ど
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
60
才

過
ぎ
か
ら
又
乗
り
は
じ
め
ま
し
た
。

ヤ
マ
ハ
か
ら
ハ
ー
レ
ー
に
乗
り
替

え
ま
し
た
。
北
海
道
ツ
ー
リ
ン
グ

の
時
に
ス
ズ
キ
１
２
０
０
を
購
入
、

現
在
２
台
所
有
し
て
ま
す
。
日
本

全
国
い
ろ
ん
な
所
へ
ツ
ー
リ
ン
グ

し
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。 

　
タ
イ
で
は
友
人
の
先
導
で
チ
ェ

ン
マ
イ
の
郊
外
を
原
チ
ャ
リ
で
走

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

<

ハ
ー
レ
ー
が
隊
列
を
組
ん
で
走

る
の
を
目
に
し
ま
す
ネ>

ハ
ー
レ

ー
は
ア
メ
リ
カ
の
広
大
な
大
地
を

悠
然
と
走
る
シ
ー
ン
が
ピ
ッ
タ
リ

で
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

山
路
、
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

を
駆
け
抜
け
る
雰
囲
気
が
い
い
で

す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
柄
で
す

か
ね
。
日
本
の
バ
イ
ク
は
性
能
、

耐
久
力
共
大
変
優
れ
て
い
ま
す
。

世
界
一
で
す
。 

<

２
輪
車
の
魅
力
は
何
で
し
ょ
う

か>

危
な
い
乗
物
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
走
行
中
体
に
感
じ
る
風

が
い
い
で
す
ネ
。 

　
仲
間
と
の
ツ
ー
リ
ン
グ
も
楽
し

い
し
、
一
人
気
ま
ま
に
走
る
の
も

い
い
で
す
ね
。
あ
と
何
年
乗
れ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
先
輩
に
75

才
で
元
気
な
ラ
イ
ダ
ー
が
い
ま
す
。

当
面
は
そ
の
人
が
目
標
で
す
。 

<

祈
安
全
運
転> 

今
里
　
允
昭
（
八
女
市
） 

今
月
の
川
柳 

               

　
ほ
の
ぼ
の
と
親
子
で
泳
ぐ
鯉
の

ぼ
り
は
、
五
月
の
青
空
に
、
よ
く

似
合
う
。 

　
日
本
男
児
が
生
ま
れ
た
と
初
夏

の
風
に
元
気
よ
く
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り

は
爽
快
で
あ
る
。 

　
青
空
の
画
布
い
っ
ぱ
い
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
跳
ね
る
鯉 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

　
わ
た
し
の
な
ら
い
ご
と

は
、
ピ
ア
ノ
と
ダ
ン
ス
で

す
。
ピ
ア
ノ
は
４
さ
い
の

こ
ろ
か
ら
な
ら
っ
て
い
ま

す
。
は
っ
ぴ
ょ
う
会
で
あ

い
の
ゆ
め
を
ひ
き
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
は
ニ
ュ
ー
チ
ル
ド

レ
ン
ズ
で
な
ら
っ
て
い
ま

す
。
オ
リ
ン
ピ
ア
大
会
に

出
ま
し
た
。
出
る
に
は
れ

ん
し
ゅ
う
を
た
く
さ
ん
し

ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
も
ダ
ン

ス
も
大
す
き
な
の
で
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。 

　
次
は
、
か
や
し
ま
み
ゆ

う
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

黒木西小学校　二年 

のなかなつき 

JAふくおか八女 
農産物直売所 

「よらん野」 

新茶 ぶどう（デラウェア） もも 

今月の田中店長 
おすすめコーナー 

筑後市前津503-1 
10942-54-7755 
営業時間 
9：00～18：00

JAふくおか八女の新鮮食材を品揃えし、生産者と共に 
スタッフ一同心より感謝を込め、 

皆様のご来店をお待ち申し上げます。 

  　　矢部川源流・杣の里の四季  ⑲ 
カラタチ（枳殻）〔ミカン科〕 

Facebookでコミュニティを楽しもう（５） 

　今回は「Facebookページ（以下FB

ページ）」と呼ばれる機能について説

明します。これはこれまで出てきた

自分のタイムラインと同じように機

能する、お店、会社、団体や活動など

のページを作り、ユーザーと交流を

はかっていける機能です。八女地域

では先日「FM八女」のFacebookペ

ージが開設されました。また、たくさ

んのお店や会社も登録されています。

こちらも無料で公開できるのでボラ

ンティア・公益活動団体のページと

しても使いやすいです。 

　FBページはFacebookに登録して

いない人にもオープンに読むことが

可能な設定になっており、そのペー

ジに書いておけばあなたがやってい

ることに興味がある人が読んでくれ

ることが期待出来ます。いわゆるホ

ームページと同じような機能ですね。

かつては敷居が高かった「ホームペ

ージの構築」と同じようなことが手

軽に出来るサービスとしてシンプル

に使うのもよいかもしれません。 

　普通のホームページに対してFB

ページの良いところはいくつか存在

しますが、大きいのはFBページに「い

いね！」をもらっていればユーザ個

人が日頃眺めているタイムラインに

自分のFBページの情報を入れるこ

とが可能だということでしょうか。 

　また、FBページにはオーナーだけ

でなくユーザーが書き込むことも可

能です。ショップであればお客様か

らの感想や問い合わせを寄せてもら

うことが可能ということですね。使

い方によっては大きな効果があるサ

ービスなのでぜひ一度おためし下さい。

松尾　隆志（松尾写真館・黒木町） 

わ
た
し
の
な
ら
い
ご
と 

 

　八女市矢部村の石川内（国道442号線）から樅鶴川沿いに3kmほ

ど北へ行った枳殻（ゲズ）地区に樹齢300年ともいわれるカラタチ

の群生地（八女市指定天然記念物）がある。 

　カラタチは柑橘苗木の台木として現在も多く利用されている。理

由は台木としての成長が早く、穂木との活着・親和性がよい、病気

に強い、着果が早いなどの長所があるからである。花は4月中旬か

ら5月初旬頃、葉が出る前に咲く。昔はカラタチは生垣に多く利用

されたが、現在はほ

とんど見かけなくな

った。果実は健胃作

用、利尿作用、去痰

作用があるとされて

いる。名前は童謡の

「からたちの花」（北

原白秋作詞）でよく

知られている。 

松尾　重根（黒木町） 

   

　
平
成
24
年
７
月
14
日
、
バ
ケ

ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
に

降
り
続
い
た
雨
は
、
ア
ッ
と
い

う
間
に
危
険
水
位
を
オ
ー
バ
ー

し
、
刻
々
放
映
さ
れ
る
流
域
の

状
況
を
た
だ
茫
然
と
夢
で
も
み

て
い
る
よ
う
に
眺
め
て
い
た
。 

　
幾
日
か
過
ぎ
、
被
害
の
大
き

さ
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
た
と
、

遠
方
に
住
み
、
病
ん
で
伏
し
て

い
る
65
年
間
会
っ
て
い

な
い
幼
な
友
達
か
ら
メ

ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。 

『
タ
ン
ガ
ク
岩
の
ウ
ナ

ギ
の
巣
穴
は
ど
げ
ん
も

な
っ
と
ら
ん
か
い
』

と
。
私
は
早
速
慣
れ
ぬ

手
つ
き
で
メ
ー
ル
を
打

ち
ま
し
た
。 

『
ハ
イ
ケ
イ
、
ソ
ン
ナ

リ
』
と
。 

　
当
方
も
す
で
に
後
期

高
齢
者
の
身
、
潜
っ
て

タ
ン
ガ
ク
岩
の
ウ
ナ
ギ

の
巣
穴
を
覗
き
見
る
体

力
・
気
力
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

再
び
帰
郷
す
る
こ
と
も
な
い
で

あ
ろ
う
友
と
、
遠
い
夏
の
日
に

競
っ
て
潜
っ
た
ウ
ナ
ギ
の
巣
穴

へ
の
彼
の
こ
だ
わ
り
を
気
遣
い
、

咄
嗟
に
ウ
ソ
を
つ
き
ま
し
た
。 

　
う
さ
ぎ
お
い
し
　
か
の
や
ま 

　
こ
ぶ
な
つ
り
し
　
か
の
か
わ 

　
わ
す
れ
が
た
き
　
ふ
る
さ
と 

　
季
節
の
移
ろ
い
は
早
く
、
災

害
の
日
よ
り
す
で
に
10
ヵ
月
…
。

災
害
復
旧
の
槌
音
は
連
日
響
い

て
お
り
、
奥
八
女
の
源
流
よ
り

62
㎞
の
川
は
、
何
事
も
な
か
っ

た
よ
う
に
心
地
よ
い
瀬
音
を
た

て
な
が
ら
滋
養
豊
か
な
生
命
の

水
を
、
流
域
の
多
く
の
人
達
の

思
い
と
共
に
、
今
日
も
有
明
海

に
注
ぎ
ま
す
。 

内
藤
　
洋
臣
（
黒
木
町
） 

　昨年八女警察署管内では約2,200件の物件事故が発生しています。そ

の内約25％は駐車場内における接触事故でした。 

　駐車場内を進行するときは、徐行するとともに、駐車する際はバック

で駐車することにより、発進時の交通事故は減少するものと思われます。 

　みなさん、「バックで駐車」する習慣を付け、交通事故を減らしましょう。 

バック駐車推進中！！ 
八女警察署からのお知らせです。 

輝く 

川
の
情
景
　
① 

ふ

る

さ

と

 
愛車スズキBandit1200Sを前に 

土砂に埋まり菜の花畑になった魚の産卵場 
（黒木大藤の下） 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

４ 2013年5月1日 

 

Ｑ 

ト
イ
レ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
始
め
て
最
初
の
２
か
月
は
失

敗
し
て
も
そ
の
こ
と
で
遊
ん
で

い
た
た
め
、
そ
れ
か
ら
教
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
最
近
尿
意
を
感
じ
る
と
と

て
も
嫌
が
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
、
現
在
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
中
断
し
て
い
ま
す
。 

  

Ａ 

ト
イ
レ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
、
子
育
て
の
中
で
一
番
最
初

に
感
じ
る
大
き
な
壁
で
す
。
対

処
法
と
し
て
は
、 

・
大
人
が
「
出
た
？
お
し
っ

こ
？
」
と
聞
か
な
く
て
も
、
出

て
い
な
か
っ
た
時
は
褒
め
て
あ

げ
る
。 

・
お
気
に
入
り
の
パ
ン
ツ
を
作

っ
て
、
汚
し
た
く
な
い
と
思
わ

せ
る
。 

・
紙
パ
ン
ツ
か
布
パ
ン
ツ
か
を

自
分
で
選
ば
せ
て
み
る
。 

な
ど
あ
る
よ
う
で
す
が
、
子
ど

も
が
嫌
が
る
時
は
中
断
し
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
無
理
さ
せ

る
と
子
ど
も
に
と
っ
て
ス
ト
レ

ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、

子
ど
も
に
呼
び
か
け
る
こ
と
が

親
に
も
苦
痛
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
や
保
育

園
に
行
き
始
め
る
と
、
周
り
の

子
ど
も
た
ち
に
影
響
さ
れ
て
、

「
お
し
っ
こ
」
を
言
え
る
よ
う

に
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

   

　
今
回
、
九
州
は
熊
本
県
人

吉
市
（
人
吉
温
泉
）
の
矢
岳

高
原
の
麓
に
あ
る
、
自
然
に

か
こ
ま
れ
た
秘
境
を
ご
案
内

し
ま
す
。
人
吉
の
観
光
は
球

磨
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
体
験

し
た
り
、
霧
島
連
山
を
望
む

絶
景
を
楽
し
み
な
が
ら
ル
ー

プ
線
や
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の

壮
大
な
峠
越
え
を
体
感
で
き

る
「
人
吉
」
〜
「
吉
松
」
間

を
走
る
い
さ
ぶ
ろ
う
・
し
ん

ぺ
い
号
に
乗
る
こ
と
も
出
来

ま
す
。
ま
た
「
か
く
れ
里
の

湯
」
で
食
べ
る
こ
と
が
出
来

る
地
鶏
の
炭
火
焼
は
絶
品
で

す
。
こ
こ
で
風
の
さ
わ
や
か

さ
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
、
四

季
に
よ
っ
て
色
を
変
え
て
い

く
木
々
に
出
会
う
こ
と
が
出

来
ま
す
。
春
に
は
若
芽
が
い

ぶ
き
、
夏
に
は
ほ
た
る
が
飛

び
か
い
、
秋
に
は
も
み
じ
に

囲
ま
れ
、
冬
に
は
囲
炉
裏
を

囲
ん
で
・・・
そ
ん
な
心
の
安

ら
ぐ
旅
へ
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。 

（
筑
後
旅
行
セ
ン
タ
ー
1
０

９
４
２
―

５
２
―

４
９
１
１

　
鶴
田
） 

　チョロギは、シソ科の多年草で、地下に長さ１～３㎝程度の巻き貝のよ

うな形をした塊茎をジャガイモの“イモ”のように着けます。この塊茎は

本来は白色ですが、梅酢等で紅色に染めて正月のおせち料理等に利用します。

このように、チョロギは「長老木」「長老喜」「千代呂木」「長老貴」等の目

出度い字が当てられ、縁起物として漬け物等で珍重されています。原産は

中国で、江戸時代に朝鮮半島を通って我が国にもたらされた伝統野菜でも

あります。暑さにも寒さにも強く、特に土壌は選ばず、湿害の恐れがない

ならば何処でも栽培は可能です。 

　栽培はいたって簡単で、３～４月に塊茎を株間20～30㎝で植え付けるか、

市販の苗を４月中旬～５月上旬に定植します。家庭用の栽培ならば、２～

３株もあれば十分な量の塊茎が収穫できます。肥料もそれ程必要とせず、

緩効性の肥料を１㎡に50～70ｇ程施しておけば、追肥の必要もありません。

生育が進むと、シソ科に特徴的な四角い茎を見ることができ、草丈が40

～60㎝に伸びた７～９月には淡紅色～薄紫色の花を楽しむこともできます。

病害虫にも強く、農薬散布の必要もほとんどありません。塊茎の収穫は、

茎葉が枯れ始める11月下旬から12月上旬に株を掘り上げて塊茎を切り離

しましょう。 

　近年、チョロギには、脳細胞を活発にする成分が含まれていることが判り、

脳梗塞や痴呆症への効果が期待されているようです。今春はチョロギ栽培

に挑戦してみては？ 

フォトエッセイ フォトエッセイ 

子
育
て
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スター☆ドーム 

　九州北部豪雨災

害の際にご支援く

ださった方々への

感謝の気持ちと、

星野村は元気でが

んばっています！

という気持ちをお

伝えするために「春

の復光感謝ウィー

クもっと輝け！ほ

しの元気っ祭」が、

八女市星野村池の山キャンプ場周辺で開催された。麻生池に浮かんだスタ

ー☆ドームは竹などの身近な素材を使って作る半球形のドームだ。星野小

学校の皆さんが着色した色とりどりのドームが池に浮かび感動した。星野

村の皆さんの意気込みが心に響いた。　ちくご　北島　東司郎 

5月の道の駅たちばな 

立花町下辺春国道3号線沿 
TEL 0943-37-1711
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－地場農産物を使った郷土料理講習会－　八女農業高等学校 
　本校生活科学科１年生は八女地区農村女性グループ連絡研究会の皆さんのご指導を頂き、郷土
料理の講習会を行いました。献立は「だご汁、白和え、ふな焼き」の３品でした。この講習会は
八女市地産地消推進協議会、筑後農林事務所八女普及指導センターのご協力を得て、地域の特色
ある食文化を学び、豊かな食生活と地域の食文化伝承につなげていくものです。女性グループの方々
から直接指導していただき、楽しく有意義な調理実習を行うことができました。 
［生徒の感想］ 
○家では全く料理をしませんが、チャレンジしてみたいと思います。 
○だご汁のだごを広げる時少しお湯につけて伸ばすとやりやすいとコツを教えてもらいました。
　これからは一人で作れるようになりたいです。 
○ふな焼きは小麦粉・水で焼くだけで「え～！」と思ったけど、黒砂糖をかけて巻くとかわいく
　ておいしいデザートになることがわかりました。 
○郷土料理を作ったのは初めてでしたが、楽しかったと同時に郷土
　料理は奥が深いなと思いました。 
（八女農みらい館５月販売日） 
7日（火）、10日（金）、14日（火）、17日（金）、21日（火）、24日（金）、28日（火）、
31日（金） 毎週火曜日と金曜日の２回定期的に販売しており、販売時
間は、10時30分～15時30分です。 
　多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。 講習会の様子 

　５月の道の駅たちばな 

は「新茶」が登場!! 

各生産者の自慢の新茶達 

が勢ぞろい 

その他、夏野菜の苗もた 

くさんとり揃えています。 

(5月18日にはなんでも相 

談会を開催します） 

5月18日には、梅漬け講 

習会を開催します。 

梅農家のおいしい梅の漬 

け方を教えてもらえます。 

５月も旬のものをとり揃 

えて皆様をお待ちしてお 

ります。 

矢
部
の
う
ま
か
も
ん 

奥
矢
部
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
会 

ばあちゃんたちの笑顔が底ぬけに明るい 

（おにぎりとセットで300円） 

　「三徳の家庭菜園」  ⑮ 
【チョロギ】　～今では珍しい縁起物の伝統野菜～ 

左；３月の萌芽を始めた塊茎 
右；梅酢漬けをして紅色をしたチョロギ 

市販のチョロギ苗 
※塊茎の先端部から根と芽が伸張している 

福岡県農業大学校 
　非常勤講師　林　三徳 
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テーブルの総菜は、ご自由に 
お食べくださいとのこと。 

人気のいさぶろう号 

「
み
ん
な
の
子
育
て
奮
闘
記
」よ
り 

抜
粋
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の
本
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ご
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